
弁護士坂和章平 莫言 毛丹青 
１９４９年１月２６日、松山市に生まれる 
 
 
５２年、３歳 
 
 

５５～６１年、小学校  
 
 

６１～６３年、愛光学園（中学）  
中１・中２、劣等生 

将棋、卓球 
 

６４～６６年、愛光学園（高校）  
高２・高３、大学受験勉強 

 
 

６７～７１年、大阪大学      
大１・大２、学生運動に没頭 

 
７０年１月２６日、２１歳の誕生日に我妻 
『債権総論』購入。司法試験の勉強を開始 
７０年、安保 

７１年１０月、司法試験合格  
７２～７４年、第２６期司法修習生  

 
７４年、大阪弁護士会登録 

大阪国際空港弁護団員として活動 
（約５年間） 

７９年、独立 
西淀川公害訴訟の気象班長として活動 

（約４年間） 
８４年～、都市問題に関与 

以降今日までライフワークに 
 
 
 

８４～０２年    
阿倍野再開発訴訟  

 
 

８４～９２年     
モノレール訴訟    

 
８８年６月２４日、阿倍野訴訟控訴審判決 

（一審判決取消し） 
 
 
９４年１月１７日、阪神・淡路大震災 

９４～００年     
芦屋中央地区     
まち協顧問     

 
 
０１年、事務所移転、ホームページ開設 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８５年『苦悩する都市再開発』 
 
８７年『岐路に立つ都市再開発』 
 
 
 
８９年『阿倍野再開発訴訟の歩み』 
 
 
 
９０年『都市づくり弁護士奮闘記』 
 
 
 
９５年『震災復興まちづくりへの模索』 
９５年『モノレール訴訟顛末記』 
９６年『実務大系』 
００年『実況中継 まちづくりの法と政策』 
０１年『Ｑ＆Ａ改正都市計画法』 
 
０２年『実況中継Ⅱ』 
０３年『都市計画法の手引』 

 
 
 
 
１９５５年２月１７日、山東省高密県に生まれる 

８人兄弟の末っ子 
 
 
 
 
６１～６５年、小学校 

 
 
６５年、小５で退学  孤独と飢えの時代 

 
６６～７７年、文化大革命 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７６年、人民解放軍に入隊 
７９年、勤務ぶりや政治姿勢を認められて抜擢され、軍の中枢

機構のひとつである解放軍総政治部へ転属 
軍務のかたわら小説や戯曲を書くようになり、８１年から作品

発表 
８４年、解放軍芸術学院文学科に入学。作家への道が開けたと

同時に、少年時代から抱きつづけていた「大学への夢」を実現 
 
８５年、デビュー作『透明な赤蕪』 
８６年、『赤い高梁』 
⇒ ８７年、映画化。張芸謀監督『紅いコーリャン』 

８８年、ベルリン国際映画祭金熊賞受賞 
 
 
 
 
９６年、『酒国 特捜検事丁鈎児の冒険』 
９９年、『豊乳肥臀』 
９９年１０月３０日、東京講演会（日本中国当代文学研究会主催

「莫言先生を囲む会」）で初来日 
 
 
 
 
 
 
０２年、大江健三郎が毛丹青とともに山東省高密県を訪問 
０２年、『至福のとき』 
０３年、『白い犬とブランコ』『白檀の刑』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９６２年、北京にて生まれる 
 
 
 
 
 
 
６８～７３年、小学校 

 
 
 
 
 
 
７４～７６年、中学校 

 
 
 
７７～７９年、高校 

 
 
 
 
 
 
８５年、北京大学卒業 
８６年、中国社会科学院の助手研究員 
８７年、日本へ 
 
 
８９年、天安門事件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
０１年、『にっぽん虫の眼紀行』 
 
 
 
 

２０１１（平成２３）年７月２６日 作家莫言ＶＳ弁護士坂和章平 対談（年表） 



０２年１１月２６日、阿倍野訴訟上告審判決 
（上告棄却） 

 
 
 
０８年３月、毛丹青と知り合う 
０８年４月、蘇童歓迎座談会に出席 
０８年８月、上海旅行 

⇒出版打合せ 
 
０９年３月、北京・上海旅行 

⇒『取景中国』の表紙撮影 
０９年８月、上海旅行 

⇒上海ブックフェアで『取景中国』を出

展 
０９年９月、上海旅行 

⇒華東理工大学で合同講演 
１０年３月、大連・威海・青島旅行 

⇒大連理工大学で合同講演 
定遠艦景区を公式訪問 
青島海軍博物館の見学 

１１年、『名作映画には「生きるヒント」がいっぱ

い！』の中国語版の出版企画。７月、翻訳完成 
⇒ １２年夏、出版予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０３年『マンション円滑化法』 
０４年『実況中継Ⅲ』 
０４年『景観法』 
０５年『実務不動産法』 
０６年『実況中継４』 
０７年『建築基準法』 
０８年『津山奮闘記』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
０４年１２月２５日～０５年１月５日、北海道旅行 
 
 
０６年、『四十一炮』 
０６年９月、福岡アジア文化賞大賞を受賞 
０８年、『転生夢現』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１年、『蛙鳴』 

 
０６年初、中国で『莫言北海道走筆』を正式出版 
 
 
 
 
 
 
 
０９年、神戸国際大学の教授に就任 
 
 

 


